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学校と家庭で広がる情報端末の利用

学校の「1人１台端末」 家庭の「スマートフォン・SNS」

一括りに「子供たちの情報端末の利用」といっても

「学びのツールとしての１人１台端末」や「プライベートのスマホ・SNS」等

その目的や使い方は異なる部分が大きい
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令和７年度全国学力・学習状況調査の結果から

クロス集計の結果，ICT活用頻度と教科の平均スコアに関連がみられた

文部科学省・国立教育政策研究所（2025）令和７年度全国学⼒・学習状況調査の結果（概要），p5３より抜粋
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令和７年度全国学力・学習状況調査の結果から

文部科学省・国立教育政策研究所（2025）令和７年度全国学⼒・学習状況調査の結果（概要），p55より抜粋

クロス集計の結果，ICT活用場面ごとでも教科の平均スコアとの関連がみられる
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令和７年度全国学力・学習状況調査の結果から

文部科学省・国立教育政策研究所（2025）令和７年度全国学⼒・学習状況調査の結果（概要），p59より抜粋

ICTを活用することで学習への効果を実感している児童生徒も多くみられた
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学校での情報活用能力の育成に向けた議論

文部科学省（2025）小学校における情報活用能力の育成について，p2より抜粋

情報に関する学習の「量」をこなすから学習内容と結びつけた「質」の議論へ
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学校と家庭で広がる情報端末の利用

学校の「1人１台端末」 家庭の「スマートフォン・SNS」

一括りに「子供たちの情報端末の利用」といっても

「学びのツールとしての１人１台端末」や「プライベートのスマホ・SNS」等

その目的や使い方は異なる部分が大きい
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子供たちの利用状況

こども家庭庁（2025）令和６年度青少年インターネット利用環境実態調査 調査結果（概要），p15より抜粋
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令和６年度全国学力・学習状況調査の結果から

文部科学省・国立教育政策研究所（2025）令和６年度全国学力・学習状況調査 経年変化分析調査・保護者に対する調査の結果（概要）のポイント，p2より抜粋

クロス集計の結果，利用時間の増加と共に教科の平均スコアが減少傾向に
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これらをふまえて

学校と家庭・保護者と連携しながら

子供たちの情報モラルを育てていくためには？

（主に長時間利用への対応は？）
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学校と家庭の連携と言われても…

【学校と家庭の認識での課題】

・ IＣＴを使うこと自体に抵抗感を持っている家庭

・ 「うちの子は大丈夫」という安心バイアス

【コミュニケーション段階での課題】

・ プリントを配っているが読まれない

・ 他にも情報が多く，情報過多になってしまう

【組織としての連携での課題】

・ 保護者会には特定の人しか来てくれない

・ 学校と家庭でどこまで責任を負うかが不明確

学校でよくある「家庭との連携」での課題
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① 認識のズレを可視化・共有する

－ 学校と保護者，保護者と子ども，保護者同士

「家庭との連携」で大切にしたいポイント

学校と家庭の連携と言われても…

② 「手段」ではなく，「文脈」を意識した発信

－ 「一緒に考える」機会を作るメッセージへ

③ 子供たち自身の「自律」を促す

－ 当事者である子供の姿も大切な要素
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① 認識のズレを可視化・共有する
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「家庭との連携」で大切にしたいポイント

学校と家庭の連携と言われても…

② 「手段」ではなく，「文脈」を意識した発信

－ 「一緒に考える」機会を作るメッセージへ
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ICTに対する保護者の不安

学校でも家でもICTばっかり使って

問題が起きるんじゃないかしら

ICTは使わせない方が

いいんじゃないかしら

保護者は，「学びのツール」としてのイメージが持てない場合も多く，

実際に子供たちが学びにどのように使っているのかを知ることも大切
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自分（お子様）は知らない人ともチャットで （児童）

きちんとやりとりをすることができると思う （保護者）

（お子様は）インターネットを使うことで学校の勉強に （児童）

悪いえいきょうが出ているなと感じる （保護者）

とてもそう思う 少しそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

〇児童と保護者の回答比較（小学校5年生の児童と保護者の回答）
※常葉大学酒井研究室の調査より

子供と保護者間にある感覚のズレの共有が大切

保護者と子どもたちの感覚の差を可視化
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① 認識のズレを可視化・共有する

－ 学校と保護者，保護者と子ども，保護者同士

「家庭との連携」で大切にしたいポイント

学校と家庭の連携と言われても…

② 「手段」ではなく，「文脈」を意識した発信

－ 「一緒に考える」機会を作るメッセージへ
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－ 当事者である子供の姿も大切な要素
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「届かない」の例

保護者にはお知らせしているのに

届いている気がしない…

スマホに直接お知らせした方が…

家庭へ情報モラルに関するメッセージを送る方法ではなく，

“どのような文脈で伝えるか”がポイントに

「方法」を変えれば，保護者は読んでくれるのか？

「お願い」だけではなく，「考えてもらう」ことが連携になるのでは？
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【実践事例】家庭で子供と一緒に考える工夫

“子供が学校で書き込んだもの”を持ち帰らせることで，
保護者が目を通し，家庭で考えるきっかけにも。
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「保護者会」に限られた人しか来ない

「保護者会」を“学ぶ場”ではなく，“話す場”として設計する

「情報モラルを学びましょう」だけではなく，

・保護者同士で悩み事の共有する

・来ない保護者に対するアプローチを考える

・学校，家庭，地域としてのメッセージを考える

「学びに来てください」ではなく，

「共育」としての関わりを考える場へ

「学校が結論を与える」という形式だけではなく，

「学校－保護者」「保護者－保護者」が共に考える機会にしてくことも大切
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子供たちが活用できる情報モラル教材の紹介・体験や

どんな時に使えそうかを共有する

家庭で一緒に考えられる情報モラル教材
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① 認識のズレを可視化・共有する

－ 学校と保護者，保護者と子ども，保護者同士

「家庭との連携」で大切にしたいポイント

学校と家庭の連携と言われても…

② 「手段」ではなく，「文脈」を意識した発信

－ 「一緒に考える」機会を作るメッセージへ

③ 子供たち自身の「自律」を促す

－ 当事者である子供の姿も大切な要素
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自律とは

常に，自分の意思で判断しながら，行動する

自分の意志ではなく，他人の命令などによって行動する

他律とは

いつまでも 「他律」 （ルールを守らせる） だけでよいのか？

自律を促すためには，子どもに 「工夫を考えさせる」 こと

ルールを守るための工夫を考える



Sakai Lab.,Tokoha Univ.

「勉強中は，スマホを触らない」

このルールを「破りそうになるとき」は？

－ 相手から，LINEが届いたとき

－ スマホのランプの点滅が見えてしまったとき

これらを防ぐためには，どんな「工夫」が考えられますか？

「ルールを守りなさい」だけでなく

「そのルールは，どう工夫すれば守ることができるのか」

【事例紹介】ルールを決めるから「自律」へつなげるために
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ワークショップの手順

１．子どもたちの経験から依存していると思う事例を考えさせる。

２．小グループで議論を通して依存事例を依存度の高いと思われる
順番で並び替えさせる。

３．依存度の「大」「中」「小」に分けさせることでグループごとに
依存の尺度を作成させる。

【事例紹介】子供たちが依存尺度を作成する実践（中学生）
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実際に作成された尺度

【事例紹介】子供たちが依存尺度を作成する実践（中学生）

「使いすぎの状態」は人によって違うことを認識することで，

「自分も使いすぎていたかも」という自覚を促すことを目指した取り組み
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① 認識のズレを可視化・共有する

－ 学校と保護者，保護者と子ども，保護者同士

「家庭との連携」で大切にしたいポイント

学校と家庭の連携と言われても…

② 「手段」ではなく，「文脈」を意識した発信

－ 「一緒に考える」機会を作るメッセージへ

③ 子供たち自身の「自律」を促す

－ 当事者である子供の姿も大切な要素
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江戸川区立第四葛西小学校

校長 伊藤 秀一 先生

ご登壇者
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伊藤先生のご報告から

情報モラルは「モラル」の延長

「情報モラル」は“特別なもの”ではなく，

「日常のモラル」が基礎であり，基盤となることを意識化

（情報モラルの不易と流行）
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伊藤先生のご報告から

子供を中心とした「共に育てる関係」

「家庭への周知・お願い」だけではなく，

「保護者も学習者として学び，考える機会」を創出

（子供たちが学んでいること，考えなければいけないことを明確化）
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伊藤先生のご報告から

保護者を巻き込む目標設定と振り返り

「子供だけ」の目標設定とふりかえりではなく，

「家庭として目標設定・ふりかえり」を行うことで子供の状況把握にも

（情報モラルは個人だけではなく，家庭の単位でも考える必要が）
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セミナー全体を通じて

「家庭との連携」は「学校から伝える」だけではない

“困りごと”の共有と共感から，共に育てるへ

学校でのICT活用と家庭でのスマホ・SNS利用では，

目的や課題が異なる可能性も。

＜家庭との連携に向けて＞

① 子供たちは身近な大人から影響を受ける

⇒ 日常モラルの醸成や大人が情報モラルを考える機会

② 保護者が問題を体験し，考えるきっかけづくり

⇒ 子供たちの学びの可視化，目標設定，ふりかえり

③ 子供たちの「自律」を助けていく存在として

⇒ 情報活用場面を見せる，ルールづくり，家庭の役割
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